
照思会は明浄学院高等学校の同窓会として、会員相互の親睦を図り、教養を高め、母校への発展に協力することを目的と

しております。歴史ある伝統行事「新年和歌披講会」「家隆忌」「芭蕉忌」は、毎年厳粛に執り行われております。継承さ

れる伝統文化は卒業生の誇りでもあります。同窓会も創設以来すでに 84 年を過ぎ、会員数も 34,000 名を超えました。

同じ学び舎で学び遊んだ私達は、年は違っても１本の太い根に繋がった姉妹です。お互いに手を取り合ってまいりましょ

う。皆様からのご意見やご希望を取り入れての有意義な同窓会活動を目指しております。今後ともご指導とご鞭撻を賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。

照思会　会長挨拶

平成 24年度　照思会活動内容

私達の同窓会の名前「照思会（しょうしかい）」は明治天皇の御歌「（照）るにつけ曇るにつけて（思）ふかな我が

民草の上はいかにと」から初代校長の吉沢孝順先生が引用されました。卒業後の皆様のことをいつも思っている、

同窓生がお互いに仲良く助け合って行くように、と名付けられたものです。

「照思会」名の由来

会長　福本　幸子（42期生） 平成19年4月　会長就任


